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目的 紫外線曝露と皮膚 SCC に関する様々な因子の解析 
研究デザイン 症例対照研究 
セッティング オーストラリア 
対象者 １３２例の SCC 患者と１０３１例のコントロール（全てオーストラ

リアで生まれ生活している者） 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ ３ ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ ４ ） 

介入（要因曝露） 過去に紫外線曝露を受けた状況 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 皮膚 SCC の発生 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

SCC ができた部位における紫外線曝露歴についてインタビューを行

った。SCC の発生と相関がみられた因子は、小児（８－14 歳、OR:5.1）
と思春期（15－19 歳、OR:3.8）における紫外線暴露、サンバーン時

の水疱形成（OR:2.1）であった。日々の日光曝露のパターンには相

関はみられず、サンスクリーンや帽子の使用については一定した結

果は得られなかった。 

結論 

SCC の発生には、サンバーン（紫外線に対する皮膚の感受性）が強

く関わっている。 
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レビューワー氏名 宇原 久 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 
SCC の発生にサンバーンの程度やそれを受けた年齢が重要であるこ

と示した価値ある論文である。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


